
（※）主に新築工事を請け負う事業者が新築同程度の工事規模と 
   なる増築（既存の建築物の床面積が増加する工事）・改築 
   工事（建築物の一部を取り壊した後、引き続きこれらと 
   用途・規模・構造が同じとなる建築物を建てる工事）を 
   請け負う場合を想定しています。

新 築 工 事 ・ 増 築 工 事 ・ 改 築 工 事  

「住宅完成保証制度」は住宅あんしん保証が優良な建築会社と認め、住宅あんしん保証に登録した工務店・ 
ビルダー（以下「登録事業者」といいます。）だけがご利用いただけるサービスです。 

登録には、過去３年間の決算報告書の提出による財務内容のチェックをはじめとする厳しい審査基準を
クリアしなければなりません。健全な経営の工務店・ビルダーとしてお施主様にアピールできます。 

毎年決算内容を確認し、経営状態のチェックをします。 

保証対象住宅の請負工事では、各種損害保険の加入を義務付けており、お施主様の財産となる建物への
「安全・安心・信頼」をアピールできます。 

保証期間は、住宅完成保証証書
がお施主様の手元に届いてから
はじめて有効になり、住宅が 
完成して引き渡されたときに 
終了します。 

住宅完成保証制度とは 

保証制度のしくみ 
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審査基準をパスした建築会社だけが登録できます！ 

登録後も、定期的に審査を行っています！ 

工事保険等への加入とあわせて、 
不測の損害にも備えたあんしんな住まいづくりを実現！ 

対象住宅 

➀ 一戸建て住宅 
➁ 集合住宅（木造・鉄骨造のアパート等） 
➂ 店舗併用住宅 

「新築工事」または「増築・改築工事」（※） 次の住宅を元請けする場合に利用いただけます。 

工事種別 

➃ 

＜保証委託申込者＞ 
住宅あんしん保証登録事業者 

（建築会社） 

＜被保証者＞ 
発注者 

（お施主様） 

住宅完成保証証書発行 

＜保険会社＞ 
保証資力を確保 

＜保証会社＞ 

建築工事請負契約 ➁ 

住宅完成保証事業者登録 
（財務内容等の審査） ➀ 

住宅完成保証委託申込 
（住宅完成保証申込） ➂ 

➃ 



このケースでは、 
合計300万円を本制度で保証します。 

（※1）工事の内容により新築住宅瑕疵保険になる場合があります。 

前払金は請負金額の30%、または1,100万円のいずれか低い金額を限度として、増嵩工事費用は 
請負金額の10%、または200万円のいずれか高い金額を限度として保証します。 
前払金、および増嵩工事費用を合計して、請負金額の30%、または1,100万円のいずれか低い金額を
限度とします。 

増築工事・改築工事 新築住宅工事 

あんしんリフォーム工事瑕疵保険（※1）の受理証 あんしん住宅瑕疵保険（新築住宅瑕疵保険）の受理証 

増築部分、改築部分および既存建物が分かる図面 
（平面図・立面図等） 

平面図の写し、立面図の写し 

住宅完成保証制度委託申込書（※2） 

住宅完成保証に関する覚書 兼 重要事項確認シート（押印部分カラー）（※2） 

工事保険証券の写しまたは付保証明書の写し 

請負契約書の写し 

仕様書の写し 

詳細見積書の写し 

請負契約を締結した登録事業者が万が一、住宅の完成前に倒産等により工事の継続が不可能になった場合 
には、住宅あんしん保証が前払金や増嵩工事費用を保証証書記載の金額を限度にお支払いします。 

保証制度の概要 

 保証限度額 

 申請書類 

 登録料（税別） 

（※2）新築工事、増改築工事で帳票は変わりません。 

 保証料（消費税非課税） 

36,000円 新規登録料 

30,000円＜初回更新時は無料＞ 更新登録料 
100,000円 保証料 

1棟あたり 

承認番号：C1-2609-0220 
●本紙記載内容／2026年9月現在 
●本紙に記載しております内容は予告なく変更される場合があります。 

お問い合わせは 

 
 

注意事項 このチラシは、住宅完成保証制度の概略を記載したものです。商品の詳細は、住宅完成保証制度 保証制度利用前の手続（事業者登録）のご案内および 
住宅完成保証委託約款をご確認ください。 


